
由緒ある杏雲堂病院が
125周 年記念話演会

酒
井
シ
ヅ
、
杉
村
隆
両
博
士
が
講
演

「
思
ふ
に
医
道
は
病
者
を
診
て
之
を
救
は
ん
と
す
る
慈

悲
心
に
出
る
も
の
で
射
利
の
目
的
に
て
起
こ
っ
た
も
の
で

は
な
い
。
医
は
仁
術
で
あ
る
云
々
」
。
こ
れ
は
、
本
年
で
創

立
１
２
５
周
年
を
迎
え
た
財
団
法
人
佐
々
木
研
究
所

（理

事
長

・
黒
川
雄
二
）
附
属
杏
雲
堂
病
院
の
開
祖

・
佐
々
木

東
洋
の
手
記
の

一
節
で
あ
る
。

財
団
で
は
、
病
院
の
開
院
記
念
日
に
あ
た
る
６
月
１
日
、

東
京

・
お
茶
の
水
の
佐
々
木
記
念
ホ
ー
ル
で
、
関
係
者
を

招
き
内
輪
の
記
念
講
演
会
を
開
い
た
。
会
は
黒
川
理
事
長

の

「創
立
記
念
日
に
つ
い
て
」
の
説
明
の
あ
と
、
医
史
学

の
権
威

・
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
客
員
教

授

・
酒
井
シ
ゾ
博
士
の

「創
立
者
佐

々
木
東
洋
の
生
涯
」

と
国
立
が
ん
セ

ン
タ
ー
名
誉
総
長

・
杉
村
隆
博
士

の

「佐
々
木
隆
興
先
生
か
ら
今
日
ま
で

―
発
が
ん
研
究
の
流

れ
」
と
題
す
る
２
つ
の
興
味
深
い
講
演
が
行
わ
れ
た
。
終

わ
り
に
、
去
る
４
月
に
病
院
長
に
就
任
し
た
前
国
立
が
ん

セ
ン
タ
ー
東
病
院
院
長

・海
老
原
敏
博
士
の
挨
拶
で
幕
を

閉
じ
た
。

こ
の
由
緒
あ
る
病
院
の
歴
史
の
紹
介
の
た
め
当
日
を

再
現
し
て
み
よ
う
。
最
初
に
挨
拶
に
立

っ
た
黒
川
理
事
長

は
、
病
院
の
歴
史
は
明
治

１５
年

（１
８
８
２
年
）
６
月
１

日
に
佐

々
木
東
洋
が
東
京
神
田
駿
河
台
に
杏
雲
堂
讐
院

を
開
い
た
と
き
に
遡
る
、
と
口
を
開
き
以
下
の
よ
う
に
話

を
進
め
た
。
「
佐
々
木
東
洋

（
１
８
３
９
～
１
９
１
８
）

は
、
長
崎
で
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
学
び
、
東
京
に
戻
り
大
学

東
校

（東
大
医
学
部
の
前
身
）
の
医
長
に
な
り
、
そ
の
あ

と
博
愛
舎
、
東
京
府
立
病
院
を
経
て
３６
歳
で
大
学
東
校
病

院
長
に
就
任
、
そ
の
後
、
政
府
の
脚
気
病
院
で
洋
方
医
部

門
を
担
当
し
て
か
ら
神
田
駿
河
台
に
杏
雲
堂
讐
院
を
開

い
た
。
そ
の
後
、
東
京
府
医
師
会
本
部
幹
事
、
神
田
区
医

師
会
会
長
を
歴
任
し
て
い
る
。
第
２
代
政
吉

（１
８
５
５

～
１
９
３
９
）
は
、
大
学
東
校
を
卒
業
後
、
５
年
間
ド
イ

ツ
に
遊
学
し
、
帰
朝
後
日
本
人
と
し
て
最
初
の
東
京
帝
国

大
学
医
科
大
学
教
授
に
就
任
、
さ
ら
に
本
邦
医
学
博
士
第

２
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
自
邸
敷
地
内
に
研
究
室

（佐
々
木
研
究
所
の
母

体
）
を
作
り
、
当
時
の
国
民
病
で
あ

っ
た
結
核
治
療

の

た
め
平
塚
市
に
結
核
療
養
所
を
設
置
し
た
。
第
３
代
の

佐
々
木
隆
興

（
１
８
７
８
～
１
９
６
６
）
は
、
ド
イ
ツ

に
５
年
間
留
学
し
帰
国
後
、
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
内

科
教
授
を
務
め
て
か
ら
杏
雲
堂
讐
院
院
長
に
就
任
。
当

時
は
、
ま
だ
私
財
だ

っ
た
研
究
所
お
よ
び
２
つ
の
病
院

な
ど
す
べ
て
を
寄
付
し
、
財
団
法
人
佐
々
木
研
究
所
を

設
立
し
初
代
理
事
長
と
な

っ
た

（病
院
は
こ
れ
に
よ
り
、

財
団
法
人
佐
々
木
研
究
所
附
属
杏
雲
堂
病
院
と
な
る
）
。

そ
の
目
的
は
、
佐
々
木
東
洋
が
掲
げ
て
以
来
の

「医
学

の
進
歩
に
寄
与
し
、
医
業
を
も

つ
て
社
会
に
貢
献
す
る
」

と
い
う
理
念
を
永
続
か
つ
実
践
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。

院
長
職
と
同
時
に
研
究
を
行

い
、
生
化
学
さ
ら
に
吉

田
富
三
博
士
と
共
に
発
が
ん
に
お
け
る
業
績
に
よ
り
、

２
度
の
学
士
院
恩
賜
賞
を
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
文
化
勲
章

を
受
賞
、
文
化
功
労
者
に
も
推
戴
さ
れ
た
」
と
話
し
た

後
、
現
在
ま
で
に
１４
人
の
院
長
が
就
任
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
説
明
し
た

（別
表
参
照
）
。

篤

学

精

励

、
卓

越

し

た
学

識

・
技

量

兼

備

の

佐

々
木
東
洋

講
演
に
移
り
、
ま
ず
酒
井
シ
ヅ
博
士
が
登
壇
、
佐
々
木

東
洋
の
生
涯
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
た
。
同
博
士
は
、

わ
が
国
に
お
け
る
医
史
学
の
第

一
人
者
で
、
東
洋
が
篤
学

精
励
の
人
で
あ
り
、
卓
越
し
た
学
識
と
技
量
を
兼
ね
備
え

て
患
者
か
ら
高
い
信
望
と
尊
敬
を
博
し
た
こ
と
か
ら
説

き
起
こ
し
、
静
か
な
語
り
口
で
参
会
者
を
魅
了
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
東
洋
は
天
保
１０
年

（
１
８
３
９
）
６

月
に
江
戸
本
所
四
ツ
ロ
に
外
科
兼
薬
屋
を
開
い
て
い
た

佐
々
木
震
澤
の
長
男
に
生
ま
れ
、
１８
歳
の
と
き
、
西
洋

医
を
志
し
て
下
総
佐
倉
の
順
天
堂
に
佐
藤
泰
然
を
訪
ね

て
入
門
、
間
も
な
く
後
継
者
の
佐
藤
舜
海

（尚
中
）
に

財団法人佐々木研究所理事長

酒丼シツ

順天堂大学医学部医史学研究

室客員教授



院長名 年数 前職

1 佐々木東洋 16 杏雲堂臀院

2 佐々本政吉 20 杏雲堂臀院

3 佐々木隆興 22 杏雲堂臀院

4 佐々廉平 20 杏雲堂臀院

5 塩谷卓爾 9 杏雲堂臀院

6 上田英雄 1 東大医学部

7 五味二郎 4 慶大医学部

8 松井良吉 4 杏雲堂病院

9 佐々木智也 8 東大医学部

10 坂本二哉 3 東大医学部

天神美夫 4 杏雲堂病院

12 松崎 淳 6 杏雲堂病院

13 高橋俊雄 4 都立駒込病院

14 海老原敏 国立がんセンター東病院

歴代杏雲堂臀院 。病院院長

明治15年6月1日～平成19年6月1日 (1882…2007)

師
事
、
舜
海
の
長
崎
留
学
に
頼
み
込
み
、
私
費
で
同
行
、

オ
ラ
ン
ダ
海
軍
軍
医
ポ
ン
ペ
の
教
え
を
受
け
た
。

文
久
元
年

（
１
８
６
３
）
に
江
戸
に
戻
り
、
実
父
を
助

け
て
亀
沢
町
で
開
業
、
長
崎
帰
り
の
若
先
生
は
高
い
人
気

を
博
し
た
。
明
治
に
入
り
新
政
府
か
ら
求
め
ら
れ
て
大
学

東
校
に
勤
務
後
、
明
治
５
年

（１
８
７
２
）
に
は
職
を
辞

し
て
翌
年
に
は
開
業
医
に
戻

っ
た
。
し
か
し
７
年
に
な
る

と
要
請
さ
れ
て
新
設
の
東
京
府
病
院
副
院
長
、
さ
ら
に
８

年
に
東
京
医
学
校
に
３
年
の
通
学

コ
ー
ス
新
設
と
と
も

に
大
学
東
校
病
院
長
に
就
任
。
９
年
に
辞
職
し
駿
河
台

で
開
業
し
た
。
し
か
し
、
西
南
戦
争
の
勃
発
で
、
明
治

Ю
年
に
は
１
等
軍
医
正
と
し
て
従
軍
、
戦
争
集
結
と
と

も
に
家
業
に
戻
る
と

い
う
よ
う
に
、
日
ま
ぐ
る
し
く
職

が
変
わ

っ
た
。
こ
れ
は
明
治
初
年
、
医
学
制
度
が
次

々

と
変
わ
る
の
に
、
そ
の
要
と
な
る
西
洋
医
学
者
が
少
な

く
、
東
洋
は
得
難
い
存
在
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
。

明
治

Ｈ
年
に
は
政
府
か
ら
出
仕
を
命
じ
ら
れ
西
洋
医

学
部
門
の
責
任
者
と
し
て
、
新
設
の
脚
気
病
院
に
勤
務

し
た
が
、
２
年
間
で
閉
鎖
と
な

っ
た
た
め
、
私
費
で
駿

河
台
西
紅
梅
町
に
脚
気
病
院
を
開
院
し
た
が
、
同
１５
年

に
こ
れ
を
解
消
、
杏
雲
堂
讐
院
を
開
院
し
た
。
そ
の
後
、

後
継
者
の
政
吉
、
次

い
で
隆
興
が
院
長
と
な
り
、
発
展

し
て
い
く
の
を
見
届
け
大
正
７
年

１０
月
に
８。
歳
で
大
往

生
を
遂
げ
て
い
る
。

発
が
ん
研
究
に
大
き
く
貢
献
の
佐
々
木
研
究
所

続

い
て
杉
村
隆
博
士
が

マ
イ
ク
を
握

っ
た
。
杉
村
博

士
は
、
国
際
的
に
も
知
名
度
の
高

い
が
ん
の
生
化
学
者

で
、
学
士
院
恩
賜
賞
、
文
化
勲
章
の
受
賞
者
と
し
て
知
ら

れ
る
。
「佐
々
木
研
究
所
は
、
日
本
の
が
ん
研
究
に
直
接
、

間
接
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
外
国
の
発
が
ん
研
究
者

と

の
会
話
に
も
、
山
極
勝
三
郎
先
生
の
ご
業
績
に
つ
い

で
、
佐
々
木
隆
興
、
吉
田
富
三
両
先
生
の
お
話
が
出
て
き

た
。
何
人
か
の
知
人
を
東
大
医
学
部
本
館
の
資
料
室
に
案

内
し
た
が
、
彼
ら
が
山
極
、
佐
々
木
、
吉
田
の
三
先
生

の
標
本
に
感
銘
を
受
け
た
様
子
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
。

私
は
１
回
だ
け
、
佐
々
木
隆
興
先
生
の
講
演
を
日
本
生

化
学
会
で
拝
聴
し
た
が
、
忘
れ
得
な
い
印
象
を
も

つ
た
。

戦
後
、
吉
田
肉
腫
、
複
数
の
吉
田
腹
水
肝
が
ん
株
を
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
、
研
究
を
楽
し
ん
だ
。
井
坂
英
彦
、
小

田
嶋
成
和
、
佐
藤
博
、
高
山
昭
三
、
長
瀬
す
み
と

い
っ

た
諸
氏
と
佐

々
木
研
究
所
で
相
集

い
、
全
く
非
公
式
な

研
究
集
会
を
も

っ
た
。
佐
々
木
隆
興
先
生
や
吉
田
富
三

先
生
も
顔
を
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
や
が
て
井
坂

先
生
は
、
教
授
と
し
て
鹿
児
島
大
学
に
、
小
田
嶋
先
生

は
国
立
衛
生
試
験
所
部
長
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
転
出
さ
れ
、

会
は
自
然
消
滅
し
た
が
、
そ
の
あ
と
も
長
く
佐
藤
博
先

生
か
ら
腹
水
肝
が
ん
や
吉
田
肉
腫
を
快
く
分
け
て
も
ら

い
、
研
究
を
進
め
た
時
代
も
あ

っ
た
」
と
往
時
を
回
顧

し
た
の
ち

『今
日
、
流
行

の
よ
う
に
皆
が
唱
え
る
発
が

ん
研
究

の
流
れ
、
「
多
段
階
発
が
ん
」
「
が
ん
の
個
性
」

「
が
ん
の
遺
伝
子
変
化
」
Ｆ
ｏ
一明
Ｒ
澤
変
化
」
等
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
、
ず

つ
と
前
に
佐
々
木
研
究
所
の
中
心
に
う

ご
め

い
て
い
た
』
な
ど
と
語
り
、
壇
を
下
り
た
。
終
わ

り
に
海
老
原
院
長
が
閉
会

の
挨
拶
を
述
べ
た
が
、
そ
の

中
で
将
来
構
想
と
し
て
、
杏
雲
堂
病
院
が
が
ん
に
特
化

し
た
病
院
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

（医
事
評
論
家
　
伊
藤

正
治
）

（注
）
病
床
数
＝

一
般
病
床
２
０
８
床

（５
病
棟
）
。
診
療
科

目
＝
内
科
、
リ
ウ
マ
チ
科
、
乳
腺
外
科
頭
頸
部
外
科
な
ど
１４

科
、
１
検
診
セ
ン
タ
ー

杉村 隆

国立がんセンター名誉総長


